
 

 

校長室からこんにちは 

 ２学期が始まり１か月が過ぎ、子ども達も順調に毎日の学校生活を送っています。 
 ２学期は、郡音楽祭・はにしの里大運動会・社会見学・宿泊学習・独立７０周年記念行事など多

くの行事が予定されています。また、学習・読書・運動といろいろなことに集中して取り組める時

期でもあります。 

今学期、子ども達に話したスローガンは「これを知るものは、これを好む者に如かず。これを好

む者は、これを楽しむものに如かず。」です。「わかった！できた！」から、「自主的にやる。」そし

て「楽しくてやりたくてしょうがない。」というレベルをめざしてほしいと思っています。 

 これからも、教職員一同、一人ひとりのよさを伸ばし、子ども達が生き生きと過ごせる学校にな

るよう、取り組んで参ります。保護者の皆様、地域の皆様、ご支援ご協力のほど、よろしくお願い

いたします。 

○祝 「郡音楽祭」、見事県音楽祭出場推薦獲得！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奉仕作業、お世話になりました！ 

８月 25 日（日）に、児童・保護者・職員

で除草や清掃を行いました。みんなで力を

合わせて作業し、とてもきれいになりまし

た。ありがとうございました。 

はにしの子

壬生町「敬老の集い」に出演しました 

９月４日（水）城址公園ホールで、全校合奏

を披露しました。多くの参観者の皆様から、 

「素晴らしい演奏でした。」「とても感動しまし

た。」といったうれし 

いお言葉をいただき 

ました。緊張しなが 

らもしっかり演奏し 

ていた子ども達でし 

た。 

９月２６日（木）に、今年度の郡音楽祭が、栃木文化会館に於いておこなわれました。子ども

達は、今年度の演奏曲「パイレーツ・オブ・カリビアン」を見事に演奏し、３年連続の県音楽祭 

出場の切符を手に入れました。子ども達は、これまでの練習を通して「努力することの大切さ」 

                          「みんなで力を合わせてがんばった 

                           達成感」など、たくさんのことを 

                           学びました。１０月１９日（土）の 

                           運動会で、地域の皆様にお聴きい 

                           ただきます。どうぞ、ご期待くだ 

                           さい。 



地域の皆様とともに（稲刈り・生き物調査） 

９月１２日（木）に、はにしの里協議会の 

皆様のご指導のもと、稲刈りを行いました。 

稲刈りを通して、お米のありがたさや、米作り 

の大変さなどについて、あらためて学ぶ機会と 

なりました。 

９月２１日（土）には、「生き物調査」がありました。 

生き物調査は、平成１９年から始まり、今回で２６回目となりました。これまで何度も 

参加している子ども達でも、毎回新しい発見があるようです。これからも、地域の自然や 

生き物を大切にする子どもに育っていってほしいと思います。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           １０月１９日（土）に、「はにしの里大運動会」が行われます。 

学校と自治会合同の運動会になって、２０回目の記念大会となり 

ます。羽生田の運動会は、地域と子ども達が一体となった素晴ら 

しい運動会です。 

多くの皆様のご参加を、お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

はにしの里大運動会のお知らせ 

児童の日々の活動の様子につきましては、羽生田小学校ホームページからご覧いただけます。 

スマホ・PC からは「壬生町立羽生田小学校」で検索してください。 

＜気持ちよく、毎日を過ごすために＞ 

 カール・ユングというスイスの心理学者がいます。この人が「人生の幸福の五つの 

条件」ということを言っています。 

１． １．健康であること ２．ほどよい程度のお金があること ３．美しいことを感じる 

２． 能力があること ４．人と仲良くしていく能力があること ５．朝起きたとき、やらね

ばならない仕事があること 

我々教師が子ども達に身につけさせる教育の本質は、このような大人に育てていくこ 

となのかもしれません。そのための基礎を築いていくところが、家庭であり、小学校です。

心を痛める事件が頻発している世の中ですが、子ども達には、よりよい未来に向かって成

長してほしいと願っている今日この頃です。 


